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【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

12
0
5

2,919
216

240,362
22,097

0

R06年度

265,611

0

0

0

0

265,611

265,611

24
24
0

3,000
226

247,445
22,093
24,266

R07年度

          11.84

297,078

0

0

18,100

0

278,978

297,078

総合計画102ページ　予算書201ページ

平成16年度から平成28年度は、市の直営で管理運営を行った。
平成29年度から令和2年度は、ゆうき図書館と結城市民情報センター
を一体的に管理運営することとした。その際、指定管理者制度を導入
することとし、（公財）結城市文化・スポーツ振興事業団（以下、「
事業団」）を指定管理者とした。
令和3年度から令和7年度においては、事業団を指定管理者として再指
定した。

○資料の収集・整備・情報提供
○地域支援
○生涯学習支援・推進
○読書活動推進
○レファレンスサービス
○利用者支援
○施設・設備の改修、工事

【令和 8年度　事業内容】
○資料の収集・整備・情報提供
○地域支援
○生涯学習支援・推進
○読書活動推進
○レファレンスサービス
○利用者支援
○施設・設備の改修、工事

【令和 9年度　事業内容】
○資料の収集・整備・情報提供
○地域支援
○生涯学習支援・推進
○読書活動推進
○レファレンスサービス
○利用者支援
○施設・設備の改修、工事

【令和10年度　事業内容】

○資料の収集・整備（図書・逐次刊行物・視聴覚資料の収集・整備）
○地域支援（子育て・ビジネス・行政支援等の情報収集・提供）
○生涯学習支援・推進（職場体験学習・図書館ボランティア活動の場
の提供）
○読書活動推進（としょかんたんけんツアー・子ども司書養成講座・
読書通帳の利用推進）
○レファレンスサービス（レファレンスコレクションの構築・レファ
レンスライブラリアンの資質向上）
○利用者支援（施設・設備の利活用促進）
○施設・設備の改修

市民情報センター・ゆうき図書館管理運営事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

結城市民及び図書館利用者

05

市民情報センター・ゆうき図書館管理運営経

主要事業

01
10

継続　（平成16年度～　　  年度）

図書館法

市民の要望並びに憲法(第19条、第21条、第23条、第25条、第26条等)
の原理及び教育基本法、社会教育法の理念を踏まえた図書館法並びに
結城市図書館基本計画書により設置された。

05

地域の課題を解決できる知の拠点となる施設、また、生涯学習を支援
する地域の教育的・文化的基盤となる施設を目指す。

05

令和 8年度

01 報酬
07 報償費
08 旅費
10 需用費
11 役務費
12 委託料
13 使用料及び賃借料
14 工事請負費

未来を担う子どもと　生き生きした市民を育む地域を目指そう

生涯学習環境の充実と市民が誇れる芸術文化の創造

地域教育体制の充実 生涯学習課

生涯学習係

経常経費



１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

種類

■指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

指 標 名 単 位

目標

目標

活動

指標

目標

指標

管理課連絡欄

R06年度 R07年度 R08年度

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　■改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

市民情報センターは、災害時には、災害対策本部の代替施設となり得る重要な施設であり、かつ、生涯学習の拠点施設として長寿命化
の方針が示されているため施設や設備の改修に最適な方法を調査研究するとともに、年次計画を立てて、効率的に改修を実施していく
必要がある。

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

上記評価のとおり

Ａ 必要性は高い

Ａ 妥当である

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ａ 妥当である

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 偏りは見られない

Ａ 上がっている

Ａ 順調である

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

ゆうき図書館は、地域の課題を解決するための知の拠点であり、また生涯学習を支援する
地域の教育的・文化的基盤であるため、市民からも図書館が運営されることの要望は高い
。また、市民情報センターは市民の文化活動や交流の場として重要な施設である。

市と指定管理者が連携することによって、市民の読書や生涯学習の拠点として、安全かつ
快適な利用が維持されている。

施設の運営管理には専門知識が必要であり、指定管理者制度を導入している。

施設・設備の改修に多額の費用を要するが、情報センターは事業収入が多く見込めないた
め、コスト効率は低い。

広く多くの市民に利用されている。

ゆうき図書館や市民情報センターはで、各種の自主事業や講座を実施されており、子ども
から大人まで幅広い層の市民が参加して、生涯学習を支援する拠点として成果を上げてい
る。

施設の管理運営は、概ね目標水準に達している。

施設の運営は良好といえるが、建築後20年が経過し、施設・設備の各所に老朽化や不具合が見られ、今後、改修に多額の費用が見込ま
れる。

施設・設備の改修においては、安全性・緊急性を考慮しながら、計画的に改修を行うとともに、将来的には大規模改修を行う。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

 265,008.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

 259,000.00  350,000.00  265,000.00

       0.00        0.00        0.00

施設来館者数 人

令和 6年度行政評価シート


